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学 位 論 文 の 内 容 の 要 旨 
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（学位論文のタイトル） 
 Stathmin1 regulates p27 expression, proliferation, and drug resistance, resulting in poor 
clinical prognosis in cholangiocarcinoma. 
（胆管癌においてStathmin1はp27を制御し増殖能、抗癌剤感受性に関与し臨床的な予後不良
と相関する。） 
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1-核内p27の発現は相反する特徴を示した(P=0.0011)。またSTMN1発現と細胞質p27発現
は正の相関を示した(P=0.0063)。STMN1高発現群はRFS (P=0.0222)、CSS (P=0.0061)い
ずれにおいても、有意に予後不良を示し、多変量解析では癌部STMN1高発現は独立予後
因子となった(P=0.0074)。In vitroでは、STMN1は細胞質でp27との結合していた。STM
N1抑制株では、p27の発現が増加し、増殖能が低下し、paclitaxelの感受性が有意に増
加した。 
４） 考察 
胆管癌においてSTMN1発現は術後生存と関連し、独立予後因子となった。臨床検体の免
疫染色ではSTMN1と核内p27の発現は逆相関し、細胞質p27発現とSTMN1は正相関した。I
n vitroでは細胞質でSTMN1はp27と結合することが確認された。細胞質のSTMN1がp27の
核内移行を阻害することでサイクリンが活性し増殖能を亢進させている可能性がある。
他癌腫と同様に胆管癌細胞株でもスタスミン抑制でpaclitaxel感受性が亢進しており、
胆管癌ではいまのところタキサン系抗癌剤はあまり使用されていないが、今後STMN1が
タキサン感受性マーカー、タキサン抵抗性症例への分子標的として期待される。  
５） 結語 
STMN1は胆管癌においても予後因子となった。STMN1はp27発現を制御し、腫瘍増殖、抗
癌剤抵抗性にも関与しており、予後予測マーカーまたは治療標的として有望なターゲ
ットになることが期待される。 
 
  
